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                                                ［概要報告書］ 
 

実践校に関する事項 

学校区分 学校名 学校長名 

 みなべ町立高城中学校 瀬戸敬二 

学校所在地 

  〒  ６４５‐０２０５   和歌山県日高郡みなべ町滝８１ 

  Tel  0739(75)2224      fax  0739(75)2530 

担当者名 役職名・担当教科 

田中健大朗 講師・保健体育 

 〔学校の概要〕 

本校は、和歌山県のほぼ中央部に位置し、田辺市・印南町と隣接しており、校区である清川地区と高城地区は、「南高」

とよばれる良質の梅を生産する地域である。また、「紀州備長炭」とよばれる白炭の生産・販売に力を入れるなど、若者

の都市部への流失に一定の歯止めをかけてきた地域である。しかしながら、近年の急速な少子化傾向は両地区にも及び、

平成２６年４月をもって旧清川・高城両中学校を統合しあらたな高城中学校として出発することとなった。  

本校の総合的な学習の時間において、世界農業遺産に認定されている梅システムや地域の未来についての学習を行って

いる。 

研究実践に関する事項 

対象者児童・生徒 学習支援者等（延人数） 主な活動場所 

学年 1・2年生 22名  職員 5名 世界遺産センター・高野山 

実践研究テーマ 

地域の町づくりや地域活性化について 

実践教科等名 単元名 

総合的な学習の時間 「地域を知ろう」 

 〔キーワード〕 梅の里学習 地域の文化・歴史 

 〔単元目標〕 

・世界遺産の「紀伊山地の霊場と参詣道」を学ぶことで郷土の和歌山に対する理解を深める。 

・世界遺産講座や現地学習を通して、その価値を理解し尊重するとともに、主体的にそれらを継承しておこうとする態度

を養う。 

 〔学習に当たった全学習時間数（世界遺産学習に関わる時間数及び  学習活動名／教材名）〕 

  全体 4 時間 （「紀伊山地の霊場と参詣道」について学ぼう ４ 時間 ） 

 〔地域および文化財管理者等との連携の実施状況〕 

・世界遺産センター職員から紀伊山地の霊場と参詣道についての講座を受けた。 

・世界遺産マスターや世界遺産センター職員の方々にガイドをしていただきながら現地学習を行った。  
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実践校に関する事項 

 〔単元指導計画概要〕 

  主な学習活動 学習への支援 評価方法等  

１ 

事前学習（本校） 熊野古道のルートや高野山、金剛峯寺、弘法大

師御廟について事前学習を行った。 

ワークシート 

２ 

世界遺産講座 

世界遺産センター 

世界遺産センター職員から紀伊山地の霊場と

参詣道、世界遺産について講座を受けた。 

観察・ワークシート 

３ 

現地学習 

（ ①壇上伽藍から金剛峯寺まで 

②中の橋から弘法大師御廟まで ） 

世界遺産マスターや世界遺産センターの職員

の方々にガイドをしていただきながら現地学

習を行った。 

観察 

４ 

振り返り（本校） 現地学習の後日に、感想文を書かせ、振り返り

を行った。また、「梅の里学習」に活かせるこ

とを各自に考えさせた。 

感想文 

  
 〔単元学習の成果と課題〕 

総合的な学習の時間で世界農業遺産に認定されているみなべ・田辺の梅システムや地域の未来の活性化への学習を行ってい

る。みなべ町の歴史についても熊野古道との関わりもあり、世界遺産について学ぶことにより自分たちのふるさとであるみな

べ町に深く目を向けることができた。また、霊場と参詣道という地を訪れ、敬虔な気持ちを体験する機会を持てて良かった。 

 〔世界遺産学習の効果〕 

地域の町づくりや地域活性化について考えていく上で、今回の学習は大変有意義であった。「紀伊山地の霊場と参詣道」とは

何か、和歌山県がこの世界遺産を守っていくために、保護だけではなく、保全することが大切だと学んだ。全てを次世代につ

なげるためには、守っていきたいという気持ちを持つことが必要だと感じることができた。みなべ町の活性化への学習にも大

いに役立つと考える。 

 〔世界遺産学習の今後の方向性及び改善点について〕 

本校の総合的な学習の時間において、地域の未来についての提案を３年生で行うが、今回の学習だけではなく、熊野三山や

高野参詣道についての学習も組み入れることでより深く郷土「和歌山」について理解を深められると考える。「和歌山」を深

く知ることで、自分たちのふるさとであるみなべ町への理解もさらに深まるのではないかと考える。ふるさとに誇りを持ち、

日頃の学校生活全体で支援していきたいと考える。次年度もこの事業に参加させていただくことができれば和歌山を愛し、ふ

るさとを守る生徒を育成していけるのではないかと考える。 
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